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令和７・８年度在宅療養連携会議開催方針 

 

１ 事業の目的 「誰も一人にさせないまち」（地域福祉）の実現 

 市民が地域において安心して在宅療養や在宅看取りを選択できるようにするため、医

療関係者、介護関係者等の連携を深めることを目的に関係機関のネットワークを構築

する。（介護保険法－地域支援事業－在宅医療・介護連携推進事業） 

  

２ 会議の目標 

 （１）これまでの在宅医療・介護連携推進事業の取り組みの効果を検証しながら、医

療・介護・福祉の地域連携を推進するための具体的方法について検討する。（ＰＤ

ＣＡサイクル） 

 

 （２）市民が在宅での療養や看取りを安心して選択できるよう、４つの場面に着目し

た支援策や課題解決策について検討する。（資料３別紙「ロジックモデル」参照） 

 

  ＜参考①：在宅医療・介護連携推進事業の手引き Ver.3（厚労省作成）p23抜粋＞ 

   ◆ 在宅療養者の生活の場において、医療と介護の連携した対応が求められる場

面（①日常の療養支援、②入退院支援、③急変時の対応、④看取り）を意識

した取組が必要である。 

   ◆ ４つの場面ごとの現状分析・課題抽出・目標設定等を行う前提として、地域

の目指すべき姿を必ず設定し、その目的を実現するために、達成すべき目標

を４つの場面ごとに設定することが重要である。 

 

  ＜参考②：第８次神奈川県保健医療計画（令和６年度～11年度）p196抜粋＞ 

   ○ 在宅医療は、患者のライフサイクルや健康状態の変化の中で起こりうる節目

となる、「４つの場面」を意識した取組や個別疾患への対応が必要であり、そ

れぞれの現状と課題を整理し、対策を進めていくことが重要です。 

  

【資料３】 
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３ 会議の概要 

 （１）会議の開催方法 

  ア 令和３年度から令和６年度まで「地域ケア会議」と「在宅療養連携会議」を一

体的に開催していたが、「地域ケア会議」は、横須賀市が令和７年度から新たに

実施する「重層的支援体制整備事業」に移行することとなったため、「在宅療養

連携会議」単独で開催する。 

  イ 「在宅療養連携会議」は、医療・介護・福祉の各専門職団体から構成員を集め、

市内全体の各専門職同士の顔の見える関係づくりに資する活動を検討する。（令

和６年度までの「全体会議」「専門部会」を設置して各専門部会で活動する体制

は廃止する） 

  ウ 会議は、構成員同士の顔の見える関係づくりが図れるよう、構成員を３グルー

プに分けグループワークを行い、グループワークで話し合った内容を全体に発表

する形式で行う。※グループは毎回違うメンバーとなることを想定している。 

  エ 会議は、原則対面形式により実施する。ただし、必要に応じてオンライン会議

（Ｚｏｏｍ等）により実施することができる。 

 

 （２）会議の内容 

  ・多職種合同研修会（年２回予定）のテーマ・手法の検討 

  ・令和６年度に実施した構成員向けアンケートで出された課題について検討 

  ・過去に在宅療養連携会議で企画・発行した冊子（在宅療養ガイドブック Vol.1、

Vol.2、横須賀版リビング・ウィル、よこすかエチケット集）の改訂の検討（３

年に１回程度を想定） 

  ・その他構成員が課題に感じているテーマについて検討 

 

 （３）会議の開催回数 

  年４回以内を目安とする。 

  ただし、上記（２）に記載の冊子の改訂を検討する際は、必要に応じて会議の開催

回数を増やすことを検討する。 

 

 （４）謝礼金 

  出席１回あたり ３,０００円 

  （代理出席者及びオブザーバーには謝礼金の支払いはありません。） 

 

 （５）代理出席について 

  構成員が出席できない時は、構成員の所属する機関・団体から代理を出席させるこ

とができる。（代理出席を必須とするものではない。） 
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４ 会議の運営 

 在宅療養連携会議設置要綱（平成 25年４月１日施行）に基づき運営する。 

 

 

 

 

 （３（１）イに関しての情報提供（参考）） 

  市内の地域ごとの連携推進については、在宅療養ブロック連携拠点事業で実施して

いるブロック研修会をぜひご活用ください。 

 ブロック研修会への出席は、報酬算定上の加算となる「多職種が参加する会議等へ

の出席」の要件を満たす場合もあります。 

【在宅療養ブロック連携拠点】 

 北ブロック （聖ヨゼフ病院 患者家族支援室 宮崎様） 

  目安の地区：追浜・田浦・逸見・本庁 

 中央ブロック（衣笠病院 相談・支援センター 佐野様・加藤様・小川様） 

  目安の地区：本庁・衣笠 

 東ブロック （よこすか浦賀病院 地域医療連携課 駒井様・杉本様） 

  目安の地区：大津・浦賀・久里浜 

 西南ブロック（横須賀市立市民病院 地域医療連携室 石原様） 

  目安の地区：北下浦・西 

※目安の地区を記載しましたが、これらの地区以外の事業所であっても参加可能です。

詳細については各ブロック拠点病院へお問い合わせください。 

※ブロック研修会の開催日程については、横須賀市在宅医療・介護連携推進事業カレン

ダー（市公式ＨＰ掲載のエクセルファイル）をご参照ください。 

 当該ページは、右の二次元コードを読み取ると 

アクセスできます。 
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 （参考）令和６年度 各ブロック内多職種研修会 テーマ 

 

 ・北ブロック（聖ヨゼフ病院） 

  ①令和６年７月 23日（火）19時から 21時まで 

   「令和６年度介護・診療報酬改定が在宅医療に与える影響」 

  ②令和６年 11月 26日（火）19時から 21時まで 

   症例から考える多職種連携 

  ③令和７年３月 18日（火）19時から 21時まで 

   「ここが困るよマイナ保険証～使った感想、使わないとどうなる？～」 

 

 ・中央ブロック（衣笠病院） 

  【年間テーマ：ケアラー支援】 

  ①令和６年９月 19日（木） 雷による停電で延期 

  （日程再調整）令和６年 11月 21日（木）18時 30分から 20時まで 

   「ケアラー支援について」 

  ②令和７年２月 20日（木）19時から 20時 45分まで 

   「ケアラー支援の具体策とは」 

 

 ・東ブロック（よこすか浦賀病院） 

  ①令和６年６月 18日（火）19時から 20時まで 

   「横須賀市立総合医療センターの進捗状況について」 

  ②令和６年 11月 19日（火）19時から 20時 30分まで 

   「認知症患者に対する訪問診療の有用性」について」 

 

 ・西南ブロック（横須賀市立市民病院） 

  ①令和６年 10月８日（火）19時から 20時まで 

   「在宅診療における口腔健康管理」 

  ②令和７年２月４日（火）19時から 20時まで 

   「西南ブロックの BCP（事業継続計画）を考える その１」 

 

 

以上 


